
画期的な位相コントラスト技術で、世界最高レベルのデジタル画質を実現 

乳房Ｘ線撮影システム『コニカミノルタＰＣＭシステム』新発売 

 

２００５年１月２４日 

 

 コニカミノルタエムジー株式会社（社長：中村 正）は、世界で初めて位相コントラスト

技術＊１を応用し、かつてないデジタル高画質を実現した乳房Ｘ線撮影システム『コニカミ

ノルタＰＣＭシステム＊２』を２月上旬より新発売いたします。 

 ＊１位相コントラスト技術：（別紙２）をご参照ください。 
＊２
ＰＣＭ：Phase Contrast Mammography（位相コントラストを用いた乳房撮影）の略 

 

 今回コニカミノルタが開発した『コニカミノルタＰＣＭシステム』は、「位相コントラス

トによる画質向上効果」の採用により、今日、一番信頼性が高いと言われているフィルム

／スクリーンを使用した従来のＸ線システムの画質に迫る世界最高レベルの高画質を実現

いたしました。当システムは、世界初の位相コントラスト乳房Ｘ線撮影装置『Mermaid』、

高密度で画像データを読み取るデジタル画像読取装置『REGIUS Vstage MODEL 190』、画像

処理コンソール『CS-3』と世界最小画素サイズで画像を記録しフィルム出力する『DRYPRO 

MODEL 793』、の４つの装置で構成されています。システムの流れについては、（別紙３）を

ご参照ください。 

 

  

『コニカミノルタＰＣＭシステム』を構成する４つの装置の特長は以下のとおりです。 

・『Ｍｅｒｍａｉｄ
マ ー メ イ ド

』 

世界で初めてＸ線位相コントラスト技術を応用した乳房Ｘ線撮影装置です。位相コン

トラスト技術を応用することにより、物体のエッジが強調され、従来のマンモグラフ

ィでは見えにくかった乳がん診断の重要なファクターである乳腺構造や、腫瘤、微小

石灰化などの病変を鮮明に撮影できます。撮影には、専用の半切サイズのカセッテを

使用し、1.75 倍の拡大撮影を行います。 

・『ＲＥＧＩＵＳ
レ ジ ウ ス

 Ｖｓｔａｇｅ
ブ イ ス テ ー ジ

 ＭＯＤＥＬ
モ デ ル

 １９０』 

カセッテに書き込まれた撮影済み画像データを、読み取る装置です。画像データは世

界最小の 43.75μｍピッチで読み取られ、約 7000 万画素もの超高密度の画像データと

なります。 

・『ＣＳ
シーｴ ｽ

－３』 

『CS-3』は、REGIUS シリーズの共通コンソールで、読取画像に対して最適な画像処理

を施します。ＰＣＭシステムでは、石灰化から脂肪層まで、乳房内の重要な診断領域

に十分なコントラストを与え読影に寄与します。また、左右乳房位置自動合わせ機能

や乳房撮影装置とのＸ線照射条件連携機能を搭載しています。 



・『ＤＲＹＰＲＯ
ド ラ イ プ ロ

 ＭＯＤＥＬ
モ デ ル

 ７９３』 

『DRYPRO MODEL 793』は、『Mermaid』で 1.75 倍拡大撮影した画像を 1/1.75 に縮小し、

世界最小画素サイズの 25μｍで画像をフィルムに書き込むことができます。さらに、

出力フィルムは、医療用イメージングシステムで世界初の最高濃度Ｄ＝4.0 を実現しま

した。これにより、マンモグラフィにおいては、マンモグラフィ検診精度管理中央委

員会のバック濃度評価基準最高点数を実現しました。25μｍ書き込みと最高濃度Ｄ＝

4.0 により、マンモグラフィ画像の読影に最適な画像提供をお約束いたします。 

 

 

 現在、食生活やライフスタイルの変化から、日本人女性の乳がん罹患率は年々増加し、

その割合は３０人に１人と言われており、日本女性の壮年層（３０～６４歳）のがん死亡

要因の第１位となっています。一方、日本の乳がん検診では、「視触診」方式が主流になっ

ていますが、見落としが多く有効性が低いとみられ、厚生労働省では２００４年度より乳

房のＸ線撮影を併用させる検診の導入と対象年齢の引き下げを検討しています。しかし、

日本におけるマンモグラフィの設置台数は、わずか３２００台あまりです。しかも、肺、

消化器系、その他の部位は、画像保管や過去画像との比較読影に便利なため、Ｘ線撮影装

置のデジタル化が急速に進んでいますが、乳がんについては８割強が未だフィルム／スク

リーンを使用した従来のＸ線システムです。デジタル化がなかなか進まない理由として、

乳房内の微小石灰化などがデジタル画像では見え難く、フィルム／スクリーンを使用した

従来のシステムレベルに達していないことがあげられます。 

 

厚生労働省の方針が本格化すると検診を受けられる医療施設の対応が必要となり、信頼

性のある画像診断ができるマンモグラフィの早期導入が急務となります。コニカミノルタ

では数年前から位相コントラストのマンモグラフィへの応用研究を始め、このたび、市場

ニーズに対応すべく、超高密度の鮮明画像が得られる新マンモグラフィを発売することに

なりました。撮影装置市場は、コニカミノルタとして初の参入となります。 

 

コニカミノルタでは、国産初のＸ線フィルムの発売以来、数々の画像診断システムから

造影剤に至るまで開発・提供し、診断医療において信頼を得ています。なかでも、高品位

なデジタル画像をご提供する REGIUS シリーズと、画像をＸ線フィルムに出力する DRYPRO

シリーズとの組み合わせにより、大病院から開業医まで幅広いお客様にご好評を頂いてお

ります。 

   

 コニカミノルタエムジーでは、長期事業戦略「チェンジ２０１０」において、画像診断

装置事業の強化を重点テーマとして掲げています。今後の普及が見込まれる電子カルテシ

ステムと連携した製品の開発や次世代の診断支援システムの構築など、これからもお客様

の声を大切に入出力機器およびソリューションビジネスの展開を図って参ります。 

 

 

 

 



 

・ 商 品 名：  

システム名 コニカミノルタＰＣＭシステム 

乳房Ｘ線撮影装置 

『Ｍｅｒｍａｉｄ』 

ダイレクトディジタイザー（デジタル画像読取装置） 

『ＲＥＧＩＵＳ Ｖstage ＭＯＤＥＬ１９０』 

レジウス画像処理コンソール 

『ＣＳ－３』 

主なシステム構

成 

レーザーイメージャ（デジタル画像記録・出力装置） 

『ＤＲＹＰＲＯ ＭＯＤＥＬ７９３』 

 

          

・ 発売予定日： ２００５年２月上旬予定 

 

・ メーカー希望小売価格（税別）： ６０００万円（標準システム構成一式） 

 

 

 

 

 

 「世界初」「世界最高」「世界最小」は、いずれも２００５年１月２４日時点のものです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

お問い合わせ先 

コニカミノルタホールディングス株式会社 広報グループ 小木曽  

Ｔｅｌ： ０３－６２５０－２１００ 

 

 


